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　去る2008年９月10日㈬茅ヶ崎コミュニティホールにて、湘南生活クラブ消費委員会主催により、記念すべき第
一回の交流会企画が実施されました。
　今回は、湘南生活クラブ生協のクリスマス･正月用品利用推進企画にタイミングよくマッチできたことで、108
名というかつてない大勢の方々に参加して頂きました。そんな賑やかな会場の中で、組合員の方々の熱気のすご
さを、そして、用意されたクリスマス・正月料理とパンフレットの多さにその準備力を、ともに強く感じました。
　湘南生活クラブ消費委員会の目的は、コモンズ・デポーのリーダーに「国産」をメッセージした、「クリ正サロ 
ン」のモデルを提案し、生産者の国産への思いを直接聞いて、伝えていくきっかけとするということで、広い会
場を、出席者席、演壇スペース、試食用ブースにレイアウトして、演壇でのアピールとブースで試食をしながら
の意見交換が行われました。
　さんえすクラブからは、㈱豆彦の今井義人会長の挨拶に続いて、出席した４生産者によるアピールとなり、皆
さんが時間内でポイントをつかみ丁寧に話されていました。
　㈱浜食さんは、顔の見える野菜とシンプル原液で作る漬物の素晴らしさを。
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さんえすクラブ交流会を開催しました。さんえすクラブ交流会を開催しました。
複数の会員によるコラボ企画の実現です。

　さんえすクラブ会員会社の皆様明けましておめでとうございます。
　輝かしい新年を迎え謹んでお慶び申し上げます。
　さて、昨年来サブプライムロ－ンに端を発したアメリカ発の金融危機が世界中に蔓延し
て、外需依存、アメリカ依存の日本経済に暗い影を落している年頭であります。実体経済
も不況のトンネルに突入するのは間もなくであります。
　会員会社の皆様の周辺にもなんらかの影響が及んでいるものとお察しいたします。
　このような厳しい状況下ではありますが、さんえすクラブ会員会社の皆様には日頃培った消費材開発のノウハ
ウと、確立した技術力やサ－ビスで、確かな消費材を生活クラブの組合員に供給し、材の優位性を高めて組合員
の信頼を勝取り、より結集を高めてかかる難関を乗り切っていただきたいと念じております。
　皆様のこの一年のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。

さんえすクラブ会長　㈱豆彦　今井　義人さんえすクラブ会長　㈱豆彦　今井　義人

会長年頭挨拶会長年頭挨拶

　㈱泰山食品商工さんは、自給率と漁場の移動、添加物という魚にま
つわる実態を。
　共生食品㈱さんは、大豆の実態と連携の大切さ（消費者＋加工生産
者＋農家）を。
　㈱秋川牧園さんは、はりま鶏の良さと餌高騰の実態などを。
　それぞれが熱く語られていました。
　互いの話を聞くことで、これから交流会を持つときの自分の参考に
も大変役立つと感じました。

情報部会　㈱カジノヤ　田島　敏夫
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■主催者の感想
　「クリ正活動」で、「国産」にこだわって、共同購入をおおぜいで進めていこうというメッセージを伝える
ことができました。また、生産者からの直接の話が参加者のこころに残って、元気に組合員に伝えていこう
という思いを強くすることができました。
■参加者（組合員等）の意見
　４生産者の生の話が一度に聞けたことに対しての評価が高かったです。
　また、ブースで試食をしながら気軽に生産者と話ができたこともよかったです。
■今後に向けた意見等
•さんえすクラブ交流会企画を湘南のクリ正スタート集会にアレンジさせて頂
いたので、目指すところが達成できた。
•一度に４生産者の話を聞くことができたので、参加者の満足度が高かった。
生産者と直接話をすることで、より消費材が身近になり利用が高まると思う
ので、生産者交流会は、利用結集の場面では効果的。
•さんえすクラブのことを初めて知った組合員もいたので、さんえすのアピー
ルになった。
•ただ試食をして４生産者の交流会を行うのではなく、今回のように、テーマ

㈱浜食　中村秀一郎氏
　組合員の方の活気を強く感じました。今後、さんえすクラブが主体となって開催していく企画に大いに参考に
なりました。
㈱泰山食品商工　古賀　茂敏氏

参 加 生 産 者 コ メ ン ト

　08年12月より、交流会が活発に開催されております。
　情報部会では、開催地に必ず部会員を配置して、会場の様子を写真に撮り、報告書を作成しています。これら
の情報は、事務局に会員間で共有できる記録として保管するとともに、皆さんのご意見により、チラシやWebに
掲載する等して、生活クラブ、福祉クラブ内外へ発信していくことも考えております。

　組合員と直接話せ、消費材を身近に感じて頂いたと思います。これからも
安心、安全な消費材を提供していきます。
共生食品㈱　小林　利明氏
　今回は、もともと進行していた湘南生活クラブ生協の企画と共同すること
で、成功することができました。
㈱秋川牧園　甲斐　利光氏
　食を語ることは生命を語ることと同じだと思いました。これからも大いに
語りましょう。

流れるような進行で盛りだくさん▶
～横浜北生活クラブ～

◀組合員の方々が３グループに分かれて、生産者毎の３つの
　会場で順番に学習、最後はメイン会場で試食会

を持って組み立てることは大事だと思う。
•生産者も話をコンパクトに25分で組み立ててくださったので、生産者の立場からは、言い足りない部分が
あったかもしれないが、短時間で充実した内容だったと思う。




